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○文部科学省は2014年8月に「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」（文部科学大臣決定）を策定。

○ガイドラインは、研究活動における不正行為の防止のため、研究機関に対して研究倫理教育の実施を求めており、文部科学省及び資金配分機関（日本学術振興会、
科学技術振興機構、日本医療研究開発機構）に対して、研究倫理教育に関する標準的なプログラムや教材の作成、実効性の高い研究倫理教育とするための支援
等が求められている。

○2018年12月に公布された「科学技術・イノベーション創出の活性化に関する法律」においても、「研究開発等の公正性の確保等」が強く求められている。

背景・課題

事業概要

【事業の目的・目標】

【事業概要・イメージ】

・電子教材（eL CoRE：日本語版＆英語版）の開発・公開等（JSPS）
・研究公正ポータルサイト（日本語版＆英語版）の構築（JST）
・医療分野の研究不正事例集、ヒヤリ・ハット集の作成（AMED）
・研究公正シンポジウムの開催（3FA連携、毎年度実施） 等

【これまでの成果】

【事業スキーム】

文部科学省

対象者
○倫理教育責任者
○研究者等

研究機関・教育機関等

啓発・普及

助言・指導

連携・協力
日本学術振興会 科学技術振興機構

日本医療研究開発機構

＜文部科学省＞ ○ガイドラインに基づく履行状況調査等（3百万円）

＜日本学術振興会＞
（39百万円）

＜科学技術振興機構＞
（42百万円）

＜日本医療研究開発機構＞
（21百万円）

研究倫理教育教材の開発・普及

研究倫理教育の高度化

電子教材（eL CoRE）
の運用・改善等

ポータルサイト
の運用・改善等

研究機関における不正行為を防止する体制の構築の相談対応・助言（3FA）

不正防止・対応相談窓口

ケースブック
の作成・配布等

研修会やシンポジウムの開催（3FA連携）

研究倫理教育教材の普及・開発、研究倫理教育高度化や不正防止・対応相談窓口の
設置により、それぞれの状況に応じた効果的な研究倫理教育の実施等を支援することで、
公正な研究活動を推進。

研究公正担当者向け
WSの開催

研究公正担当者の
ネットワーク構築・
情報交換促進

（RIOネットワーク）

研究公正推進事業
（日本学術振興会/科学技術振興機構/日本医療研究開発機構）

令和2年度予算額 105百万円
（前年度予算額 105百万円）

※運営費交付金中の推計額

電子教材を活用した
セミナーの開催
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日本学術振興会（JSPS）

2019年度実績 2020年度計画

１．研究倫理教育教材の開発・普及
（1）テキスト教材（Green Book）の普及
○日本語版、英語版
○ホームページにおいてテキスト版（日本語版・英語版・製本版）を公開

（2）eラーニング教材（eL CoRE）の運用・改善等
○研究者向け教材
・2018年度に改修した日本語版の学習コンテンツに基づき、英語版の学
習コンテンツを改修

○大学院生向け教材
・大学院生向けの学習コンテンツの提供を開始
日本語版：2019年8月～
英語版 ：2020年2月～

２．研究倫理教育の高度化
○第２回JSPS研究倫理セミナー「研究者倫理教育にグループワー
クを導入する」の開催（2019.9.3)
・eL CoRE既履修者で、所属機関の研究倫理教育担当者66名が参加
・専門家による講演やグループワークを実施

○第３回研究公正シンポジウム「研究不正 ー起こさせないために、
起こってしまったら」を開催（2019.9.9)（主催：JSPS、APRIN）
・研究者や研究機関事務担当者など262名が参加
・専門家による講演やパネルディスカッションを実施

３．不正に関する告発等受付窓口
○電話、FAX、メール又は面談により告発等を受付

１．研究倫理教育教材の開発・普及
（1）テキスト教材（Green Book）の普及
○前年度に引き継き、普及に努める。

（2）eラーニング教材（eL CoRE）の運用・改善等
○研究者向け教材
教育効果の高い、よりよい教材へ改善するため、修了者によるコースレ
ビューのテキストマイニングを実施し、その結果を踏まえ、有識者のもと改修
案を検討

○大学院生向け教材
大学院生向け教材の提供を推進するとともに、修了者によるコースレビュー
の収集・分析、分析結果を踏まえた今後の改善点の洗い出しを実施

２．研究倫理教育の高度化
○第３回JSPS研究倫理セミナーを実施予定

○研究公正シンポジウムの実施
・2020年度より、5FA（JSPS、JST、AMED、NEDO、NARO）連携によ
り実施予定（2020年度はAMED主催）

３．不正に関する告発等受付窓口
○電話、FAX、メール又は面談による告発等の受付を引き続き実施
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『科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－』日本学術振興会「科学の健全な発展のために」編集委員会編をも
とにeラーニング教材 eLCoRE を開発。

eラーニング教材 eLCoRE は、人文学・社会科学から自然科学までのすべての分野の研究に関わる者が、どのようにして

科学研究を進め、科学者コミュニティや社会に対して成果を発信していくのかといったことについて、エッセンスになると思われ
る事柄を整理。

研究を進めるにあたって知っておかなければならないことや、倫理綱領や行動規範、成果の発表方法、研究費の適切な使
用など、科学者としての心得を提示。

研究倫理eラーニングコース
(e-Learning Course on Research Ethics) [eLCoRE]

研究者向けコース 大学院生向けコース

第１章 今なぜ、責任ある研究活動なのか？ 今なぜ、責任ある研究活動なのか？

第２章
研究をめぐる事例
研究不正行為、オーサーシップの偽り、 不適切な発表方法、著作物の利用
方法

研究計画を立てる

研究の価値と責任、守るべきもの、共同研究と利益相
反、守秘義務

第３章
研究費の使用をめぐる不正事例
研究費の適切な使用

研究を進める
データの収集・管理・処理、個人情報の保護、
インフォームド・コンセント、研究結果のねつ造・改ざん

第４章
科学の健全な発展のために、見過ごせない事例
好ましくない研究行為（QRP）、研究環境の安全への配慮、インフォームド・コ
ンセントの必要性、査読者の役割と責任

研究成果を発表する
盗用、オーサーシップ、不適切な発表方法

第５章
社会の信頼を確立するために、見過ごせない事例

利益相反の定義と適切な対応、個人情報の適切な取扱い、科学者と社会の
対話

社会の発展のために
科学者の責務

第６章 今、科学者に求められていること － 4



科学技術振興機構（JST）

2019年度実績 2020年度計画

１．研究倫理教育教材の開発・普及
（1）ポータルサイトの作成・配信運営等
○他の資金配分機関（JSPS、AMED）と連携してコンテンツを配信

○研究機関の取組やオリジナルの記事等のコンテンツを充実
○2020年度の運用開始に向け、英語版の研究公正ポータルの作成
○研究不正・研究費不正に関するパンフレット（日本語、英語、中国語）の
提供（HP・冊子）

○研究倫理補助教材（THE LAB）の公開

２．研究倫理教育の高度化
（1）研修会・シンポジウムの実施
○研修会（WS）の実施
・研究者を対象とした研修会について、研究者や研究倫理教育担当者がよ
り能動的に参加できる形態で実施
⇒研究倫理教育の目標・内容・手法を考える(第4回：8月2回、79名)
⇒効果的な研究倫理の実践方法を考える(第5回：11月1回、28名)

○出前講習の実施
・研究機関等からの要望に応じて、JSTによる研究倫理に関する出前講習
会を実施。研究機関で倫理研修を実施する際の参考としてもらうことがね
らい。

○研究公正シンポジウムの実施
・JSPS／AMED／APRINと連携し開催（9月）（JSPS主催）

３．不正防止・対応相談窓口
○電話・メール相談のほか、ポータルサイトの相談窓口を通じ、引き続き対応

１．研究倫理教育教材の開発・普及
（1）ポータルサイトの作成・配信運営等
○他の資金配分機関（JSPS、AMED、NEDO、NARO）と連携してコンテ
ンツを配信

○研究機関の取組やオリジナルの記事等のコンテンツを充実
○2020年度より、英語版の研究公正ポータルの運用開始
○研究不正・研究費不正に関するパンフレット（日本語、英語、中国語）の
提供

○研究倫理補助教材（THE LAB）の公開

２．研究倫理教育の高度化
（1）研修会・シンポジウムの実施
○研修会（WS）の実施
・研究者を対象とした研修会について、研究者や研究倫理教育担当者がよ
り能動的に参加できる形態で実施

○出前講習の実施
・前年度に引き続き実施
研究機関のニーズを踏まえ、前回開催から5年以上経過した機関は再度
講習可能なよう、開催要件を緩和

○研究公正シンポジウムの実施
・2020年度より、5FA（JSPS、JST、AMED、NEDO、NARO）連携によ
り実施予定（2020年度はAMED主催）

３．不正防止・対応相談窓口
○電話・メール相談のほか、ポータルサイトの相談窓口を通じ、引き続き対応

5※ NEDO：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
NARO：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構



研究公正ポータル（英語版）

https://www.jst.go.jp/kousei_p/en/

知識集約型の価値創造に向けた科学技術イノベーション政策の展開
― Society 5.0 の実現で世界をリードする国へ ―（最終取りまとめ）令 和 ２年 ３月 ２６日
科学技術・学術審議会 総合政策特別委員会

第６章 科学技術と社会の関係の在り方 ④ 研究の公正性の確保

研究者と社会の多様なステークホルダーの信頼関係の構築には、研究の公正性の確保が前提となる。研究者は、研究
倫理を不断に意識し、自ら実践している研究倫理を後進に伝えること等を通じて、研究の公正かつ適正な実施に努める
ことが求められる。また、研究機関は、研究分野、職種、職責に応じた継続的な研究倫理教育、研究不正行為の疑惑に
対する迅速かつ的確な調査、研究不正行為に対する原因究明及び再発防止、並びにこれらに必要な規程・体制の整備
に引き続き努めなければならない。

国及び資金配分機関は、研究不正行為の防止に必要な取組を推進するとともに、学術コミュニティと連携して、我が国の
研究公正に係る取組を国際社会に対して積極的に発信しなければならない。
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研究公正推進に関するワークショップ（１）
第４回ＪＳＴワークショップ

「公正な研究活動の推進-研究倫理教育の目標・内容・手法を考える-」
日 時 令和元年8月23日（東京会場）、8月30日（福岡会場） 参加者 79名

講 師 札野順（東京工業大学 教授）、小林幸人（熊本高等専門学校 教授）

内 容 本ワークショップでは、研究倫理教育の

さらなる高度化に向けて、大学等の研究

機関で研究倫理教育担当者が、参加者

同士のグループディスカッション等を

通じて、それぞれの組織の課題に合わ

せた教育目標・内容から、具体的な教育

手法までを検討。

開催レポート https://www.jst.go.jp/kousei_p/posts/20181221JST-WS2018.html （第３回分。第４回と同一テーマ）

第５回ＪＳＴワークショップ

「公正な研究活動の推進－効果的な研究倫理の実践方法を考える－」試行実施
日 時 令和元年11月22日（東京会場） 参加者 28名

講 師 札野順（東京工業大学 教授）、小林幸人（熊本高等専門学校 教授）

内 容 本ワークショップ（WS）では、これまでのWSで行った研究倫理教育

の目標･内容･手法の検討を踏まえて、それを実践する方法と評価

のあり方を検討。具体的には、既存の教材「THE LAB」を用いて、

各機関で実施する研修会等で受講者に経験させたい具体例を

自らが経験しながら、グループワーク（GW）での議論を通して、

実際の実践方法を自ら考え、更に評価のあり方についても検討。 7



日本医療研究開発機構（AMED）

2019年度実績 2020年度計画

１．研究倫理教育教材の開発・普及
（1）研究不正に関する事例集の作成・配布
○「ケースブック（普及版）」（設問のみ）に加え、新たに標準的な考え方
例を紹介する目的で「ケースブック（考え方例集）」（設問＋考え方
例）を作成

○「考え方例集」の配布
○「普及版」の配布
PDF版を研究公正のHPで公開

（2）研究不正に至らなかったヒヤリ・ハット事例集の作成
○研究者が不正を行うか悩んだ末思いとどまった事例や、周りの人に指摘され
不適切な行為を未然に防ぐことができた事例を収集し、新たに「研究公正
に関するヒヤリ・ハット集」を作成（31事例）

○2020年3月に冊子版を刊行

２．研究倫理教育の高度化
（1）RIOネットワーク活動の充実
○研究機関の研究倫理教育責任者や担当者等のネットワークを構築

○原則毎週水曜日にメールマガジンを発行（49回配信）
・メールマガジンを利用したAMEDの教育研修教材等に関するアンケートの
実施（12月）

○RIOネットワークの分科会を開催
・倫理審査委員教育実施に向けたWS（9月）
・第6回科学者倫理研究会（8月）

３．不正防止・対応相談窓口
○電話・メール相談に、引き続き対応

１．研究倫理教育教材の開発・普及
（1）研究不正に関する事例集の作成・配布
○「普及版」及び「考え方例集」を引き続き配布

（2）研究不正に至らなかったヒヤリ・ハット事例集の配布
○ヒヤリ・ハット集の冊子版の配布、PDF版を研究公正のHPで公開、RIO
ネットワークのメールマガジン等による周知

○ヒヤリ・ハット集を用いたWSの開催
・ヒヤリ・ハットに関する講演とグループワーク
・参加者からヒヤリ・ハット事例の収集

２．研究倫理教育の高度化
（1）RIOネットワーク活動の充実
○原則毎週水曜日にメールマガジンを発行
○分科会の開催を検討
○5FA（JSPS、JST、AMED、NEDO、NARO）連携による、RIOネット
ワーク活動の在り方について検討

（2）研究公正シンポジウム（2020年度はAMED主催）
○内容は研究公正において指導的役割を果たす人材の重要性について
（調整中）

○2020年度より、5FA（JSPS、JST、AMED、NEDO、NARO）連携によ
り実施予定

３．不正防止・対応相談窓口
○電話・メール相談に、引き続き対応

※ 資金配分機関（JSPS、JST、AMED）で連携する取組のほか、研究公正に係る独自の調査研究等を実施（参考資料参照）

部）
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研究公正に関するヒヤリ・ハット集

監修：関西大学 片倉 啓雄 教授
筑波大学 岡林 浩嗣 講師
田辺三菱製薬株式会社 金井 康郎 主幹

内容
1．捏造、改ざん、盗用 ５事例
2．データの収集・管理・処理、実験ノートの管理 ４事例
3．オーサーシップ ２事例
4．研究室の運営、研究指導、ハラスメント ２事例
5．利益相反、兼業 ３事例
6．指針等違反 ３事例
7．研究データの信頼性、再現性等 ８事例
8．海外との共同研究等 ２事例
9．安全保障輸出管理 ２事例

イラスト入りのフロー図で全体の流れを紹介
「事例の詳細」「ヒヤリ・ハットの背景・要因」「回避できた要因及び背
景」「起こり得る研究不正等」「予防策・対応策」で事例を詳細に説明

研究を進めるにあたっては、実際に研究不正を行ってしまう人は少なく、何らかの理由のために不適切な研究
行為をしてしまおうか悩みながら思いとどまった例や、周りの人にそれは不適切な行為だと指摘されて不正を
せずに済んだ例の方がはるかに多いと考えられる。そのような事例を紹介することにより、研究者が将来似た
ような状況になった時に踏みとどまれるようにする。

9



10

ヒヤリ・ハット集の事例
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（参考）研究公正に関する日本医療研究開発機構の取組

2019年度実績 2020年度計画

１．研究公正高度化モデル開発支援事業
○事業の目的
・研究倫理への取組推進のため、各研究機関が行う研究公正高度化のための
各種取組みを支援する。

○第二期（2019年度～2021年度）として、7課題採択
・研究倫理教育に関するモデル教材・プログラムの開発 1課題
・研究倫理教育教材の活用プログラムの開発 3課題
・研究倫理教育効果の評価プログラムの開発 1課題
・研究公正の取組強化のための調査研究 2課題

２．研究データの質向上の指導者育成のためのプログラム開発事業
○事業の目的
・研究データライフサイクル全体について、研究現場で研究者を直接指導する者を
育成するための体系的なプログラムを開発する。

○2018年度～2019年度（2か年度）の事業
・通論、各論①（記録・解析）、各論②（品質管理）で1日の研修プログラムを
作成
・トライアル講習会の開催（11月に2回、計41名参加）

３．研究公正セミナー（１月（福岡)、2月(東京)、計163名参加）
・適切なデータ処理（生物統計と画像処理）について解説
・講師 新谷 歩 大阪市立大学 教授

湖城 恵 エルピクセル株式会社

４．研究公正の指導的専門員の育成方法に関する調査
○調査の目的
・主に医療分野における研究公正を確保するための指導的専門員＊のあり方に
ついて、特にその育成方法を中心に国内外の調査を行う。

＊研究公正の推進に指導的な役割を果たす人材、と定義

○調査内容
・国の機関や研究機関内での研究公正の指導的専門員設置の背景、組織内
での位置づけ等とともに、指導職専門員の要件（キャリア等）、職務及び権能、
育成プログラム、キャリアパス等を調査
・日本及びアメリカ、イギリス、ドイツ、オーストラリアの大学等の研究機関に対して
ヒアリング調査を実施

１．研究公正高度化モデル開発支援事業
○第2期（2019年度～2021年度）の採択課題7課題の継続

2．研究データの質向上の指導者育成研修事業
○事業の目的
・研究データライフサイクル全体について、研究現場で研究者を直接指導する者を
育成するため、開発した研修プログラムを用いて講習会を開催する。

○全国各地で7回開催予定
○修了証を発行

３．研究公正セミナー
・適切なデータ処理に関する内容（予定）
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研究公正高度化モデル開発支援事業（第二期）の
採択課題

参考

プログラム名 研究開発課題名 所属機関 研究開発代表者

(1) FFP及びQRPに関するモデル
教材・プログラムの開発

医生命学系学会の学会員研究倫理素養の均て
ん化に向けた学修機会の提供

信州大学 市川 家國　特任教授

倫理審査委員会にかかわる人材育成のための
統合的プログラムの開発

東京医科歯科大学 江花 有亮　講師

医療分野における研究倫理教育教材の総合的
活用プログラムの開発

国立がん研究センター 松井 健志　部長

臨床研究トレーニングに組み入れ可能な能動的
研究倫理学習プログラムの開発

兵庫医科大学 森本 剛　教授

(3)研究倫理教育効果の評価プロ
グラムの開発

学際的アプローチによる研究倫理教育のモデル
評価プログラムの開発と検証

京都府立医科大学 瀬戸山 晃一　教授

所属機関 研究開発代表者

大阪大学 中村 征樹　准教授

信州大学 野内 玲　助教（特定雇用）

研究公正の推進に資する質問紙調査の活用に関する研究

研究機関の研究支援ガイドラインの構築に関する国際調査研究

(2)研究倫理教育教材の活用プロ
グラムの開発

プログラム①：研究倫理教育に関するモデル教材・プログラム等の開発

プログラム②：研究公正の取組み強化のための調査研究　

研究開発課題名
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今 後 の 展 開

調 査 内 容

調 査 方 法

調 査 目 的

背 景

研究公正の指導的専門員の育成方法に関する調査

１． 国の機関や研究機関内での研究公正の指導的専門員設置の背景、組織内での位置づけ等
２． 指導職専門員の要件（キャリア等）
３． 研究不正調査を実施または監査する立場としての専門員の職務及び権能
４． 研究不正防止のための相談窓口としての専門員の職務及び機能
５． 研究公正の指導的専門員の育成プログラム
６． 研究公正の指導的専門員のキャリアパス

調査報告書をAMEDの研究公正のホームページに掲載。
研究公正推進事業として、研究公正において指導的役割を果たす人材の重要性についてのシンポジウムを開催（令和2年11月～12月頃）。

文部科学省「研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン」（平成26年8月26日）
・研究機関は、「研究倫理教育責任者」の設置などの必要な体制整備を図り、広く研究活動に関わる者を対象に定期

的に研究倫理教育を実施すること
⇒ これを踏まえて各研究機関では「研究倫理教育責任者」を設置しているが、海外のように研究公正に関する指導

的専門員として「研究倫理教育責任者」を設置している例は少ない。

文部科学省の「研究機関における研究倫理教育に関する調査・分析業務報告書」（平成27年3 月）
・「研究倫理教育に限らず、責任ある研究活動を推進する体制の中心を担うことができる人材を育成することによって、

研究現場における研究倫理教育の実践は今まで以上に進めやすくなることが期待される。

１．文献及びWeb調査
・国内に関しては、研究公正の指導的専門員を設置している機関についてアンケートなども含めて調査。
・海外に関しては、次のAMED の調査報告書の中に記載されている研究公正の指導的専門員に関する事項を抽出

してまとめ、さらに、他の調査報告書や論文、Web 等を利用して調査。
諸外国の研究倫理教育の実施状況に関する調査報告書
研究活動における不正行為に対する調査方法に関する調査

２．日本及びアメリカ、イギリス、ドイツ、オーストラリアのヒアリング調査
・大学等の研究機関に対して研究公正の指導的専門員の設置の目的や職務・権能・機能等についてヒアリングを

行い、またその育成方法やキャリアパス等について詳細に調査。

主に医療分野における研究公正を確保するための指導的専門員＊のあり方について、特にその育成方法を中心に国内外の調査を行う。

＊：研究公正の推進に指導的な役割を果たす人材、と定義した。

1 報告書の背景と目的
1.1 我が国における研究公正の推進の背景
1.2 研究公正の指導的専門員の必要性と調査目的
1.3 本調査の対象とする指導的専門員

2 調査実施の概要
2.1 本調査の実施体制
2.2 本調査の実施プロセス
2.3 調査手段の概要

3 国ごとの調査結果
3.1 日本
3.2 アメリカ
3.3 イギリス
3.4 ドイツ
3.5 オーストラリア
3.6 フランス
3.7 シンガポール
3.8 カナダ

4 日本における指導的専門員に関する考察
4.1 ヒアリング対象国における研究公正に関する

役職者・担当者の整理
4.2 調査結果
4.3 日本における専門的指導員に関する議論

調査報告書 目次

参考
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